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脱炭素には、政府だけでなく社会全体で取り組む必要があります。自治体や企業も排出削減目標
を設定し、再生可能エネルギーの利用、EV（電気自動車）の導入、エネルギー効率の改善など
を進めています。

2015年に採択された「パリ協定」※1に続き、
2021年のCOP26※2では、世界の平均気温
上昇を産業革命以前に比べて1.5℃以内
に抑えるためにCO2削減強化を求める「グ
ラスゴー気候合意」が採択されました。
現在、各国は独自の排出削減目標を掲
げ、CO2削減に取り組んでいます。

※1 パリ協定… 2015年に合意された、温室効果ガス削
減に関する国際的取り決め。途上国を含むすべて
の主要排出国が対象となった。

※2 COP26…COPは「国連気候変動枠組み条約締約国
会議」の通称。温室効果ガス削減に関する国際的
取り決めを話し合う会議で、その第26回にあたる。

各国の脱炭素目標と取り組み自治体や企業の取り組み

未来のモビリティーと都市や生活の
あり方を実証するため、トヨタ自動車
が、静岡県裾野市に建設中の実証都
市。Woven Cityを起点に、ENEOSと
共同でCO2フリーの水素の製造と利
用を推進するなど、カーボンニュートラ
ルの実現を目指します。

Woven City

トヨタ自動車（株）

事例
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中国ではEV（電気自動車）
へのシフトが急激に進んでい
ると、新聞で読んだわ。

提供：姫路市　照明デザイン：(株)石井幹子デザイン事務所

※「姫路城ゼロカーボンキャッスル構想」
　https://www.city.himeji.lg.jp/bousai/cmsfiles/
　contents/0000020/20745/himejidatsutanso.pdf

兵庫県姫路市は、2021年に「ゼロ
カーボンシティ」を宣言。2050年ま
でにCO2の実質排出ゼロを目指してい
ます。姫路城を中心とした脱炭素先
行地域では、省エネ機器の導入、姫
路城から離れた遊休地での太陽光発
電設備の整備などを進めています。※

兵庫県姫路市

ゼロカーボンシティ
事例
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読売新聞社でも、脱炭素
に向けてさまざまな取り
組みを行っています。次
ページから、その内容を
ご紹介します。

日本ウッドデザイン協会は、木で暮ら
しや社会を豊かにするコト・モノを表
彰するアワードを主催。木の活用を広
げ脱炭素の取り組みを推進しています。

ウッドデザイン賞
事例

3

日本ウッドデザイン協会
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読売新聞の
取り組み

1
読売新聞販売店から、再
び読者の皆さまのお手元
に新聞をお届けします。

印刷工場で印刷し、
新しい新聞として
生まれ変わり
ます。

読者の皆さまには、読み終えた
新聞はそのまま捨てることな
く、古紙回収に出していただ
くようお願いしています。

読売新聞販売店や
古紙回収会社が、
古新聞やチラシ
を資源として
回収。古紙問屋
に納入します。

古紙問屋では、回収した古
新聞とチラシから、新聞用紙
として再生できないものを取り
除き、古紙パルプとして再生でき
るものを製紙会社に納入します。

古紙問屋から納入された古紙を、
紙の原料となる古紙パルプに再生。
木材チップから作った新しいパルプ
を配合し、再生された新聞用紙が出
来上がります。その再生された新聞
用紙を印刷工場に納入します。

読者の皆さまが読み終わった新聞を回収・
再生し、新たな新聞として再び読者のも
とにお届けする「クローズド・ループ」。
資源をリサイクルするためのループです。
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回収（古新聞・チラシ）

納入

毎日届く新聞だから
こそ、資源を大切に
したいね。

資源を100％国内で 循環、
読売新聞の古紙配 合率
約70％を実現！

読売新聞販売店
古紙回収会社

古紙問屋製紙会社

読売新聞販売店 読者

読売新聞
印刷工場

78







最
近
は
、
脱
炭
素
に

積
極
的
に
取
り
組
む
企
業
に

就
職
し
た
い
な
っ
て

思
う
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。

脱
炭
素
に
ど
れ
だ
け

貢
献
し
て
い
る
か
を
示
す

『
削
減
貢
献
量
』っ
て
い
う

指
標
も
注
目
さ
れ
て

い
る
ん
だ
よ
。

読
み
終
わ
っ
た
新
聞
は

捨
て
ず
に
、

新
聞
販
売
店
の

リ
サ
イ
ク
ル
に
出
す

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

大
事
な
の
は
、

自
分
に
で
き
る
こ
と
か
ら

始
め
る
っ
て

こ
と
で
す
よ
ね
。

私
も
だ
よ
。

少
し
で
も
脱
炭
素
に

貢
献
し
て
い
る
と
思
う
と
、

気
持
ち
も
い
い
し
ね
。

キ
ミ
に
負
け
て

ら
れ
な
い
か
ら
ね
！

今
度
、

植
樹
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
す
る
ん
で
す
。

気
に
な
る

ニ
ュ
ー
ス
は

あ
っ
た
？

新
聞
と
食
塩
を

一
緒
に
運
ん
で
、

二
酸
化
炭
素
を
減
ら
す

『
共
同
輸
送
』が

面
白
か
っ
た
で
す
。

先
輩
か
ら

脱
炭
素
の
話
を

聞
い
て
か
ら
、

な
ん
か
い
ろ
い
ろ

気
に
な
っ
ち
ゃ
っ
て
。

な
ん
か
キ
ミ

変
わ
っ
た
ね
ー
。

あ
、

新
聞
読
ん
で

る
ん
だ
！

ク
ロ
ー
ズ
ド
・
ル
ー
プ
の

取
り
組
み
を
知
っ
て
か
ら
は
、

さ
す
が
先
輩
、

詳
し
い
っ
す
ね
！

い
い
じ
ゃ
ん
！

―
2
0
5
0
年
の
、

そ
の
先
へ
…
…
。

う
ん
、

そ
う
だ
ね
。

脱
炭
素
社
会
に
向
け
て

1314



明日へつなぐ。未来を守る。
読売新聞社は、これからの地球環境を考える

「YOMIURI 脱炭素プロジェクト」に取り組んでいます。

読者の方が読み終わった新聞を回収、資源を100％国内で循環させ、新たな新聞として

再び読者の皆様へお届けする「クローズド・ループ（読売エコシェアリング）」。

紙の原料ともなる木を育て、森林資源を守るための植樹活動「読売の森」。

その他にも、新聞印刷工場で太陽光発電を導入。

EVトラックを使った輸送なども行っています。

新聞作りに関わる一人ひとりが「脱炭素社会」と

持続可能な地球環境の実現のために、取り組んでいます。

紙で伝え続けるために。紙を守り続けるために。

「脱炭素プロジェクト」の
動画へのアクセスは
こちらから！

https://www.yomiuri.co.jp/




